
第
憲
黒
繰
3
第
輔
凱
聴
伽
　
大
正
五
霞
四
月
國
日
登
行

麟

唯
物
史
観
豊
歴
史
法

　
　
　
　
　
　
岡

　
唯
物
吏
観
ご
は
、
歴
史
の
黒
本
的
原
動
力
は
入
聞
の
維

濟
活
動
な
り
ご
魏
る
所
の
、
一
種
の
歴
史
槻
で
あ
る
。
此

の
歴
史
槻
は
可
な
り
夙
か
ら
學
者
の
間
に
懐
抱
さ
れ
て
る

π
見
解
な
の
で
、
盛
れ
ば
第
十
八
世
紀
の
ヘ
ル
ダ
ー
（
一
）
モ

ン
テ
ス
キ
ェ
ー
（
二
）
な
ざ
に
至
り
、
更
に
湖
れ
ば
ヅ
イ
コ

（
三
）
な
ご
に
も
達
す
る
こ
ご
出
來
る
○
斯
や
う
に
此
の
恩

愛
哺
巻
　
研
究
　
唯
物
史
魏
ミ
歴
更
法

文
學
博
士

藤
井
健
治
郎

解
そ
の
も
の
が
獲
達
の
長
い
歴
史
を
有
っ
て
み
る
の
で
あ
・

る
が
、
し
か
し
此
の
見
解
を
、
よ
し
系
統
的
若
し
く
は
膿

系
的
ご
は
い
へ
ぬ
に
し
て
も
、
最
も
根
本
的
に
且
徹
底
的

に
論
述
し
だ
も
の
は
、
カ
ー
川
・
マ
ル
ク
ス
で
あ
る
こ
ご

は
否
み
難
い
。
從
て
今
日
で
は
唯
物
・
更
観
こ
い
へ
ば
マ
ル

ク
ス
の
警
吏
観
で
、
マ
ル
ク
ス
の
歴
史
槻
こ
い
へ
ば
唯
物

史
観
で
あ
る
こ
い
ふ
や
う
に
、
後
者
は
殆
ん
ご
同
一
観
せ

第
二
號

一
　
（
一
九
一
）



　
　
　
第
　
一
巻
　
　
劔
　
究
　
　
唯
物
更
観
定
歴
史
油

ら
れ
て
る
る
駅
況
で
あ
る
。
し
か
し
斯
程
ま
で
に
言
ふ
の

は
そ
れ
は
言
ひ
過
ぎ
で
あ
っ
て
、
唯
物
史
観
ご
マ
川
ク
ス

の
歴
皮
槻
ご
は
全
然
同
一
の
も
の
で
あ
る
ご
は
い
へ
鍛
。

し
か
し
な
が
ら
縦
ひ
同
一
で
は
な
い
に
し
て
も
、
マ
川
ク

ス
の
歴
史
槻
は
唯
物
吏
観
の
恰
好
な
る
代
表
的
見
解
の
一

つ
で
あ
る
こ
ご
は
こ
う
し
て
も
否
み
難
い
事
實
で
あ
る
。

さ
て
私
が
愛
に
『
唯
物
史
槻
ご
歴
史
法
』
な
る
題
目
を
掲
げ

て
研
究
せ
ん
こ
す
る
の
は
、
そ
の
マ
川
ク
、
ス
の
歴
史
槻
の

全
部
を
叙
蓮
し
、
且
之
を
批
判
せ
ん
こ
す
る
の
で
な
い
、

そ
れ
等
の
仕
事
は
幾
多
の
先
哲
が
既
に
そ
れ
を
や
っ
て
み

る
し
、
叉
私
自
身
も
や
つ
な
こ
ご
が
あ
る
の
で
（
四
）
、
今

そ
れ
を
再
び
し
や
う
ご
思
は
な
い
Q
愛
で
は
私
の
前
論
の

補
遺
こ
し
て
、
前
論
に
書
き
漏
し
た
織
だ
け
を
論
述
し
や

．
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四
　
こ
れ
に
つ
い
て
恥
い
れ
も
の
が
澤
山
あ
ろ
。
そ
の
ゆ
で

　
　
℃
律
筒
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ポ
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ぢ
O
P

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ハ
　
ジ
ヒ
ト

　
な
ご
は
三
軍
な
も
の
で
見
蓮
・
し
を
つ
け
る
に
は
卜
い
書
で
あ
る
。

　
拙
着
に
日
本
勉
會
學
院
年
報
第
一
巻
第
三
分
冊
所
載
「
唯
物
史
槻
の

　
解
剖
共
素
成
分
」

　
　
　
　
同
上
第
二
年
第
五
分
紐
所
載
「
唯
物
庚
観
の
要
訣
及
そ
れ
に

　
　
　
　
つ
い
て
の
考
察
」
の
二
編
で
あ
る
、
今
回
の
論
壇
ば
此
の
二

　
　
　
編
の
補
逡
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
島

唯
物
更
槻
に
啓
す
る
問
題
は
、
種
々
な
る
形
式
で
之
を



提
供
す
る
こ
ご
出
來
る
が
、
私
が
今
本
論
に
お
い
て
考
察

せ
ん
こ
す
る
眼
目
に
從
ひ
》
私
は
次
の
形
式
で
提
供
す
る

（一

j
唯
物
史
観
は
歴
史
的
法
購
（
歴
・
史
法
）
を
肯
定
す
る
歴

　
　
テ
ガ
リ
エ

更
の
定
理
な
り
や
。
（
二
）
そ
の
歴
史
法
は
如
何
な
る
性
質

の
法
劉
な
る
か
Q
（
三
）
歴
史
法
は
可
能
な
り
や
。
此
の
三

問
題
で
あ
る
。

　
以
上
三
問
の
う
ち
、
第
二
間
、
第
三
問
は
、
糧
末
な
が

ら
私
は
前
に
之
を
論
じ
π
こ
ご
が
あ
る
か
ら
（
一
）
、
本
論

に
於
い
て
は
之
に
關
す
る
論
究
は
比
較
的
省
略
し
て
簡
軍

に
し
、
第
一
問
は
未
だ
十
分
論
じ
て
見
な
い
購
で
め
る
か

、
ら
、
比
較
的
詳
密
に
研
究
し
て
見
憩
い
ご
患
ふ
。

　
唯
物
史
観
は
歴
更
法
を
肯
定
す
る
所
の
歴
吏
の
定
理
な

り
や
。
此
の
問
題
に
勤
し
て
マ
ル
ク
ス
は
三
十
心
様
の
答

を
與
へ
て
る
る
。
そ
れ
で
氏
の
専
意
は
果
し
て
那
蓬
に
あ

　
つ
把
か
，
い
つ
れ
こ
も
確
實
に
は
断
定
出
戸
澱
。
先
づ
そ

の
借
り
こ
い
ふ
方
か
ら
見
や
う
。

　
　
　
第
一
巻
　
研
究
　
唯
物
奥
観
ミ
歴
史
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
と
ヘ
デ
ィ
　
ヴ
ゑ
ス
ヘ
ゲ
ツ
エ
ヅ
ヅ

　
凡
そ
法
期
に
は
規
範
を
立
す
る
所
の
規
範
的
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
シ
エ
　
ヘ
ソ
ス
ゲ
ヅ
エ
ツ
ジ

ご
、
事
實
の
生
滅
・
憂
化
・
關
係
等
を
立
言
す
る
生
起
的
法
姻

こ
の
二
種
類
あ
る
こ
ご
は
、
認
識
論
に
於
い
て
一
般
に
認

め
ら
る
、
所
で
あ
る
。
規
範
的
法
剣
ご
い
ふ
の
は
倫
理
法
㍗

美
理
法
。
論
理
法
の
如
き
も
の
を
指
し
、
生
起
的
法
則
ご

は
、
引
力
法
。
化
合
法
。
聯
想
法
の
如
き
を
言
ふ
の
で
あ
っ

　
　
　
ナ
ヅ
ウ
　
ア
ゲ
ヅ
エ
ヅ
ツ

て
廣
義
の
自
然
法
の
こ
ご
で
あ
る
。
生
起
的
法
則
は
そ
の

醤
象
の
如
何
に
よ
っ
て
、
精
論
法
ご
荻
義
の
自
然
法
ご
に

分
け
ら
れ
る
。
す
べ
て
精
帥
作
用
に
書
し
π
る
生
起
的
法

姻
は
精
減
法
で
め
つ
て
、
物
質
作
用
に
關
し
煮
る
そ
れ
は

荻
義
の
自
然
法
で
あ
る
。
而
し
て
生
起
的
法
則
の
論
理
的

性
質
は
、
す
べ
て
の
生
滅
。
勝
軍
。
關
係
を
原
因
ε
結
果
こ

の
二
つ
の
槻
念
の
結
合
に
包
括
す
る
所
に
存
す
る
○
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ら
　
へ
　
も
　
へ

故
生
起
的
法
踊
は
之
を
因
果
的
法
則
ご
異
語
同
義
な
り
．
し

観
る
こ
ご
出
面
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
テ
リ
ア

　
次
に
唯
物
論
こ
い
ふ
の
は
、
實
在
す
る
も
の
は
物
質
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
三
　
（
一
九
三
）



第
一
磐
　
　
研
究
　
　
唯
物
更
観
ご
歴
更
法

力
こ
の
み
で
あ
っ
て
、
物
質
界
の
現
象
は
勿
論
、
所
帯
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
イ
フ
イ
カ
チ
ガ
　
テ
ン

淋
界
の
そ
れ
も
、
す
べ
て
そ
の
　
愛
　
容
　
で
あ
っ
て
、

物
質
以
外
に
別
に
野
卑
ご
潤
す
る
も
の
な
く
、
精
紳
は
實

在
に
あ
ら
す
ご
観
る
所
の
世
界
観
を
指
す
の
で
あ
る
。
此

の
世
界
槻
か
ら
す
れ
ば
、
法
則
は
す
べ
て
生
起
的
法
則
即

ち
因
果
的
法
則
で
あ
っ
て
、
此
の
崇
重
以
外
に
規
範
的
法

則
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
從
て
唯
物
論
的

世
界
観
は
、
同
時
に
因
果
的
世
界
概
、
叉
は
機
械
的
世
界

概
こ
な
る
の
で
め
る
。
だ
か
ら
す
べ
て
の
因
果
的
叉
は
機

械
的
世
界
観
は
唯
物
論
的
世
界
観
で
は
な
い
け
れ
こ
も
、

す
べ
て
の
唯
物
論
的
世
界
観
は
因
果
的
世
界
槻
で
あ
る
○

　
マ
ル
ク
ス
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
恩
†
の
影
響
を
受
く
る
こ
ご
～
多

く
、
正
し
く
そ
の
學
徒
の
一
人
ご
見
る
こ
ご
出
叢
る
人
で

而
か
も
そ
の
左
前
の
一
人
に
数
ふ
べ
き
人
で
あ
る
、
即
ち

唯
物
論
的
世
界
観
を
取
っ
柁
一
入
で
あ
る
。
彼
の
唯
物
論

は
彼
の
著
述
申
随
所
に
散
見
し
て
み
る
が
、
殊
に
屡
引
用

第
ご
號

四
　
（
帽
九
四
）

せ
ら
れ
る
『
紳
聖
家
族
』
（
一
八
四
五
年
）
の
序
交
に
あ
る

『
濁
逸
に
於
け
る
翼
の
人
本
主
義
は
、
唯
心
論
若
し
く
は

思
辮
的
魏
念
論
ほ
ご
恐
し
い
敵
を
副
耳
譲
O
唯
3
5
論
若
し

く
は
思
辮
的
観
念
論
は
、
現
實
存
在
す
る
掴
入
の
代
り
に

「
自
意
識
」
又
は
「
霞
魂
」
な
る
も
の
を
以
て
堕
在
な
り
こ
な

し
、
而
し
て
宗
敷
家
ご
共
に
、
生
命
の
原
を
な
す
も
の
は

霊
で
あ
っ
て
、
肉
は
則
ち
之
に
輿
ら
す
な
ざ
、
説
く
所
の

説
で
あ
る
』
（
二
）
こ
い
ふ
庭
や
、
叉
『
纒
軽
羅
批
判
』
（
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
イ
ン

五
九
年
）
の
序
子
中
に
あ
る
、
『
人
間
の
在
を
決
定
す
る
も

の
は
そ
の
意
識
で
な
く
、
撃
て
そ
の
反
封
に
、
入
間
の
意

識
を
決
定
す
る
も
の
は
、
そ
の
趾
會
に
於
け
る
在
で
あ
る
』

（
三
）
こ
い
ふ
庭
か
ら
、
一
紙
も
庖
接
に
容
易
に
窺
ふ
こ
ご
出
　

盛
る
の
で
あ
る
。

　
斯
く
の
如
く
マ
川
ク
ス
は
唯
物
論
の
立
身
に
立
っ
て
、

物
質
ご
力
こ
の
外
に
は
何
等
の
實
在
を
認
め
ぬ
の
で
あ
る

か
ら
、
人
間
肚
會
の
出
郷
事
も
、
や
は
り
そ
の
物
質
．
こ
カ



　
こ
の
認
容
に
主
な
ら
ぬ
ご
槻
る
の
で
あ
る
○
而
し
て
マ
ル

　
ク
ス
か
ら
い
へ
ば
人
間
肚
會
に
於
け
る
物
質
ご
カ
こ
の
愛

　
容
は
、
そ
れ
が
や
が
て
経
濟
現
象
で
あ
る
○
だ
か
ら
入
間

　
飛
會
の
一
切
の
現
象
は
二
言
濟
現
象
で
あ
っ
て
、
経
濟
現

　
象
の
な
ら
ぬ
繍
…
に
見
ゆ
る
所
の
現
象
、
例
へ
ば
政
治
・
経

　
濟
。
漫
罵
。
宗
敷
等
の
現
象
は
、
す
べ
て
経
濟
現
象
の
憂
容

　
に
過
ぎ
澱
。
換
言
す
れ
ば
経
濟
活
動
は
實
在
す
る
唯
一
の

　
活
動
で
あ
っ
て
、
そ
の
活
動
が
論
れ
て
政
治
。
法
律
。
學
術

　
宗
三
等
の
現
象
こ
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
既
に
入
間
肚
會
に
於
け
る
物
質
直
配
ε
の
墾
容
を
繧
濟

　
現
象
ご
槻
忙
以
上
は
、
そ
の
物
質
や
力
を
、
π
や
畢
に
物

．
虚
血
は
カ
こ
い
は
す
、
之
を
経
濟
學
上
の
術
語
で
言
ひ
表

　
は
す
の
は
至
當
の
尻
絡
で
あ
る
。
そ
こ
で
マ
川
ク
ス
は
物

　
　
　
　
ブ
“
ド
ウ
グ
チ
ガ
ー
ソ
ス
ミ
ヅ
一
「
プ
ル
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
“
ハ
イ
ヅ
ゲ
ー
ゲ
y
シ
エ
衣
y
ド

　
質
を
ば
「
生
産
用
具
」
（
四
）
叉
は
「
勢
働
の
封
象
」
ご
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
い
ハ
イ
ヅ
ク
ラ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ド
ウ
ク
チ
オ
　
ン
ス
グ
ラ
フ
ト

・
づ
け
、
カ
を
ぱ
「
生
　
産
力
」
叉
は
「
勢
働
力
」
ご
名
づ

　
け
た
Q
即
ち
胱
計
上
に
表
は
れ
π
る
一
切
の
現
象
は
、
皆

　
　
　
　
第
一
巻
　
　
砺
　
究
　
　
唯
物
更
魏
亡
歴
更
油

そ
の
生
産
用
具
ご
生
産
力
こ
の
尊
容
で
あ
る
ご
認
め
把
の

で
あ
る
○
『
生
産
關
係
の
全
髄
は
、
や
が
て
就
會
の
経
濟
的

組
織
を
構
成
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
法
律
や
政
治
の
上
層

建
築
の
箕
の
基
礎
こ
な
り
、
杜
會
の
精
脚
的
状
態
の
動
き

は
、
そ
れ
に
二
瀬
し
て
起
る
も
の
で
あ
る
。
物
質
的
生
活

の
生
産
方
法
は
、
冠
會
的
。
政
治
的
・
精
紳
的
生
活
過
程
を

規
定
す
る
○
そ
れ
で
人
間
の
在
を
決
定
す
る
も
の
は
人
間
，

の
意
識
で
な
く
、
却
て
そ
の
反
樹
に
人
間
の
意
識
を
決
定

す
る
も
の
は
そ
の
胤
會
的
存
在
で
あ
る
』
（
五
）
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ヅ
ウ
　
ア
ノ
ユ
ト
ツ
ン
ヂ
ツ
じ

　
唯
物
論
に
於
け
る
物
質
ご
カ
ご
は
、
自
然
必
然
的
に
叉

　
カ
ウ
ザ
　
レ
ノ
　
ト
ウ
エ
ソ
テ
ツ
ヒ

は
因
果
必
然
的
に
そ
の
愛
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
が

マ
川
ク
ス
の
生
産
用
具
ご
生
産
力
こ
も
亦
同
標
で
あ
る
。

物
質
界
に
於
い
て
は
、
物
質
の
位
撮
及
び
状
態
の
攣
化
、

若
し
く
は
化
學
的
作
用
等
に
よ
っ
て
、
因
果
必
然
的
に
或

は
潜
勢
が
顯
勢
に
な
つ
回
り
、
或
は
顯
勢
が
潜
勢
に
な
っ

た
り
し
て
、
物
質
現
象
が
現
ぜ
ら
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
魅

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
五
　
（
一
九
五
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
唯
物
吏
親
ミ
歴
史
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
わ
ド
ツ
グ
チ
オ
ソ
ス
ジ
イ
ゼ

早
早
に
於
い
て
は
、
盤
産
力
が
そ
の
當
時
の
生
産
方
法

に
封
ず
る
關
係
か
ら
、
因
果
必
然
的
に
経
濟
活
動
が
起
り

そ
れ
が
墓
礎
．
こ
な
っ
て
他
の
一
切
の
禅
学
的
生
活
が
現
れ

る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
Q
だ
か
ら
マ
ル
、
ク
ス
か
ら
い
へ
ば
、

就
會
生
活
の
躍
動
は
す
べ
て
自
然
必
然
的
若
し
く
は
因
果

必
然
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
、
人
間
の
自
由
意
思
か
ら
は
全

然
野
立
し
だ
の
で
あ
る
Q
故
に
マ
〆
ク
ス
は
『
入
間
は
彼

等
の
生
活
の
皇
軍
的
生
産
は
、
彼
等
の
意
思
か
ら
早
立
し

た
所
の
、
一
定
の
必
然
的
閥
係
、
換
言
す
れ
ば
彼
等
の
生

産
力
の
一
定
の
闘
志
階
段
に
相
癒
す
る
所
の
生
産
国
係
で

あ
る
こ
ご
を
認
め
る
。
（
中
毒
）
o
あ
る
一
定
の
螢
達
階
段

に
至
る
ご
、
就
働
の
物
質
的
生
産
力
は
、
現
存
し
て
み
る

生
産
關
係
、
之
を
法
律
上
の
言
ひ
表
し
方
で
い
へ
ば
財
産

開
係
－
從
來
そ
の
生
産
力
が
そ
の
下
に
蓮
早
し
て
る
だ

所
の
財
産
野
望
ご
矛
盾
す
る
や
う
に
な
る
○
生
産
力
が
さ

や
う
に
登
達
す
る
ご
、
彼
の
財
産
關
係
は
そ
の
姪
楷
を
打

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
　
　
山
ハ
　
（
一
し
富
山
ハ
）

ち
破
る
や
う
に
な
る
。
そ
こ
に
肚
會
的
革
命
な
る
も
の
が

起
る
の
で
あ
る
。
此
の
経
濟
的
基
礎
の
憂
化
ご
共
に
、
就

曾
の
他
の
一
切
の
上
層
建
築
は
徐
々
に
か
、
或
は
急
薫
顛

覆
し
て
し
ま
う
』
（
六
）
○
そ
こ
で
新
π
に
登
濁
し
π
生
産
力

ご
羅
衡
を
得
π
新
π
な
生
産
關
係
、
即
ち
財
産
關
係
が
現

は
れ
、
從
て
叉
新
把
な
法
律
・
政
治
。
百
敷
。
藝
轡
型
の
文

化
が
出
來
て
、
そ
こ
で
一
旦
墨
型
な
就
會
が
再
建
せ
ら
れ

る
。
し
て
み
る
中
に
、
生
産
力
は
又
更
に
登
達
し
て
、
再

建
さ
れ
π
財
産
關
係
ご
叉
々
矛
盾
す
る
や
う
に
な
る
、
そ

こ
で
叉
革
命
が
起
き
る
。
か
く
て
社
會
生
活
の
進
撃
は
、

一
切
の
生
産
力
が
登
達
し
き
る
ま
で
、
自
然
必
然
的
に
肇

現
し
て
已
む
も
の
で
な
い
Q
だ
か
ら
『
元
ご
ひ
め
る
一
つ

の
就
會
が
そ
の
進
行
の
自
然
法
を
正
し
く
急
い
で
來
て
も

こ
て
も
そ
の
自
然
に
遵
っ
て
み
る
駿
達
階
段
を
飛
び
越
す

こ
ご
も
識
尽
す
、
叉
取
り
去
る
こ
ご
も
出
撃
ぬ
』
（
七
）
o

　
霞
然
的
必
然
は
、
以
上
に
述
べ
π
や
う
に
之
を
物
理
學



的
に
言
ひ
表
は
す
事
も
出
來
る
が
、
そ
の
外
に
亦
生
物
學

的
に
も
言
ひ
表
は
す
こ
ご
も
出
世
る
○
即
ち
生
物
が
そ
の

簡
軍
な
る
も
の
か
ら
複
雑
な
る
も
の
に
進
化
す
る
、
そ
の

進
化
の
過
程
は
す
べ
て
自
然
必
然
的
で
あ
る
こ
い
へ
る
。

所
謂
生
物
進
化
論
で
は
そ
の
自
然
的
必
然
の
過
程
の
定
理

を
指
し
て
い
ふ
の
で
あ
る
○
グ
ー
ヰ
ン
の
生
物
進
化
論
に

よ
っ
て
啓
登
さ
れ
π
マ
ル
ク
ス
は
薄
そ
の
『
資
本
論
』
に
於
。

い
て
多
く
生
物
の
進
化
ご
並
行
論
的
に
胱
會
逡
化
の
自
然

必
然
的
過
程
を
説
い
て
み
る
威
が
甚
だ
多
い
（
八
）
。
是
は

一
八
五
九
年
以
前
の
著
述
に
は
殆
ん
ご
見
ね
な
い
所
の
説

明
で
、
そ
の
以
後
の
『
資
本
論
』
に
顯
著
で
あ
る
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
斯
く
の
如
く
野
掛
は
自
然
必
然
的
若
し
く
は
因
果
必
然

的
に
進
動
ず
る
も
の
な
る
が
故
に
、
耐
會
の
現
状
が
如
何

で
あ
る
か
を
悉
知
す
れ
ば
、
當
さ
に
來
ら
ね
ば
な
ら
濾
肚

會
は
如
何
な
る
者
で
あ
る
か
を
豫
断
ず
る
事
が
出
回
る
。

マ
川
ク
ス
は
現
代
は
第
三
級
團
即
ち
ブ
川
ジ
ヨ
ァ
ー
の
肚

　
　
　
第
一
巻
・
概
　
究
　
　
唯
物
史
槻
定
歴
吏
法

幣
で
、
そ
れ
は
資
本
圭
義
的
生
産
方
法
の
書
伝
的
關
係
に

撃
つ
い
て
る
る
善
事
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
生
産
方
法
は

今
日
の
程
度
に
登
達
し
難
所
の
勢
働
力
叉
は
生
産
力
に
相

癒
し
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
生
産
力
叉
は
勢
働
力
は
、
自
然

必
然
的
に
今
日
の
生
産
關
係
即
ち
財
産
狸
婆
～
一
詳
し
く

い
へ
ば
私
有
財
産
蘭
係
を
破
っ
て
、
自
分
に
相
馬
す
る
新

陀
な
生
産
關
係
を
顯
現
せ
す
に
は
量
か
ぬ
。
そ
の
新
把
な

生
産
關
係
ご
は
、
ア
ル
ク
ス
は
之
を
其
産
制
の
關
係
で
あ

る
ご
観
て
み
る
。
之
が
ゾ
ン
バ
ル
ト
が
「
マ
戸
ク
ス
主
義

の
破
滅
論
（
N
二
野
ヨ
ヨ
窪
σ
三
6
訂
隅
一
拓
。
膏
）
』
こ
い
つ
セ
黙

で
あ
る
（
九
）
o

　
斯
や
う
に
マ
ル
ク
ス
は
唯
物
論
の
哲
學
に
脚
を
立
て
、

そ
の
見
地
か
ら
薫
煙
を
槻
、
肚
會
の
進
動
を
生
産
用
具
ご

生
産
力
こ
の
因
果
必
然
的
活
動
の
必
然
的
結
果
ε
観
、
而

か
も
そ
れ
は
祉
曾
の
進
動
を
促
す
所
の
す
べ
て
で
且
唯
一

つ
の
原
因
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
に
は
耐
會
を
進
動
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
第
　
ご
號
　
　
　
　
七
　
（
一
九
七
）



第
　
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
唯
一
物
更
槻
ミ
歴
史
法

叩
る
原
因
な
し
．
こ
い
ふ
や
う
に
見
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、

此
の
澱
か
ら
い
へ
ば
．
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
更
魏
は
歴
史
法

を
肯
定
す
る
歴
史
の
定
理
で
あ
る
ご
漸
す
る
こ
ご
が
出
來

　
る
。

一二三八七六五九

日
本
実
倉
墨
画
年
報
第
二
年
第
五
珊
所
載
漢
語
「
唯
物
奥
…
躍
の
要

訣
及
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
」

竃
。
｝
回
嵩
ゴ
撃
Ω
聖
。
ず
凶
9
二
〇
畠
2
q
①
ロ
3
0
酎
。
冨
ω
o
註
龍
〔
冨
ヨ
9
q
p
鏑
。

団
自
・
ポ
ω
・
図
り
ω
叛
輩
よ
り

冨
舞
♂
N
舞
溶
葺
団
搾
9
ご
）
o
簿
貯
。
げ
2
9
（
o
き
諺
凶
①
”
幹
三
粛
鍵
［
｝

・
。
。
§
ω
諮
・
此
の
思
想
は
此
等
の
外
に
猫
マ
ル
ク
ス
の
講
書
中

に
散
見
乙
て
る
る
。

島
の
課
語
に
つ
い
て
は
第
一
項
引
用
拙
著
（
六
頁
）
を
謬
照
ぜ
ら
れ
，

よ
。
　
、

愚
母
同
（
・
q
．
や
α
．
・
o
Q
●
×
H
．

同
上
罵
g
藁
》
U
畠
H
（
9
嵐
欝
ポ
自
9
ヨ
守
員
鱒
同
O
Q
沿
。
℃
切
自
・
H
9
¢
＜
護
い

日
本
就
會
三
口
年
報
第
一
年
三
三
冊
所
載
拙
著
「
唯
物
史
魏
の
解

剖
其
素
成
分
」
塗
照

ω
9
り
き
髪
ご
ω
o
N
貯
詳
§
ψ
鐸
一
二
隣
o
N
㌶
手
切
。
譲
。
σ
＝
毒
σ
q
・
摯
〉
戸
凸
．

第
二
號

八
　
（
一
九
八
）

　
　
　
も
后
匿
。
。
℃
●

　
　
　
　
　
　
　
留
繭

　
前
第
二
節
は
、
マ
川
ク
ス
は
唯
物
史
記
を
以
て
自
然
必

然
的
若
し
く
は
因
果
必
然
的
の
歴
吏
法
を
肯
定
す
る
所
の

歴
史
の
定
理
で
あ
る
ご
観
て
み
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
、

比
の
著
述
中
か
ら
立
曝
し
元
の
あ
る
が
、
し
か
し
岡
じ
著

述
中
か
ら
そ
れ
ご
反
樹
の
こ
ご
を
も
謹
嬢
立
て
る
こ
ご
出

來
る
。
本
第
三
節
は
専
ら
そ
の
こ
ビ
を
明
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
唯
物
論
哲
學
か
ら
い
へ
ば
、
實
在
す
る
も
の
は
す
べ
て

物
質
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
に
實
在
す
る
も
の
は
な
い
筈
で

あ
る
。
而
し
て
そ
の
物
質
ご
力
こ
か
ら
生
す
る
現
象
は
、

皆
機
械
的
に
生
起
す
る
も
め
で
、
目
的
の
豫
想
を
許
さ
な

い
盲
目
的
現
象
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
マ
ル
ク
ス
は

一
方
に
は
以
上
の
推
論
を
是
証
し
て
み
な
が
ら
他
方
に
は

そ
れ
を
否
定
す
る
反
野
の
こ
ご
を
も
い
っ
て
み
る
。
例
へ



〆

ば
『
蜘
蛛
は
織
工
の
そ
れ
に
似
陀
仕
事
を
な
し
、
蜂
は
蜜

房
の
建
設
を
や
っ
て
、
多
く
の
人
問
の
大
工
を
恥
ぢ
入
ら

し
め
る
。
し
か
し
最
も
拙
劣
な
大
工
で
も
、
最
も
巧
妙
な

蜂
ご
異
う
灘
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
工
は
蜜
房
を
造
く
ら
う

こ
す
る
な
ら
ば
、
實
際
そ
れ
を
貫
く
る
活
き
に
、
豫
め
彼
の

頭
の
中
に
そ
れ
を
造
っ
て
し
ま
う
こ
ご
で
あ
る
。
即
ち
饗

働
過
程
の
終
に
現
は
れ
て
來
尉
結
果
は
、
そ
の
始
に
既
に

勢
働
者
の
爲
掌
中
に
あ
っ
陀
も
の
で
あ
る
○
換
言
す
れ
ば

槻
念
的
に
あ
っ
π
も
の
で
あ
る
。
勢
働
者
は
蕾
に
自
然
物

の
形
を
愛
す
る
や
う
に
作
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時

に
そ
の
自
然
物
中
に
彼
の
豫
め
意
識
し
て
み
た
日
的
を
實

現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
が
彼
の
作
業
の
種
類
ご
方

法
ご
を
決
定
し
、
彼
の
意
思
を
服
せ
し
む
る
所
の
も
の
で

あ
る
』
｛
二
）
こ
い
へ
る
が
如
き
、
『
勢
働
過
程
は
使
用
二
値

を
産
出
せ
ん
．
こ
す
る
合
目
的
活
動
で
あ
る
Q
人
間
の
需
用

に
適
ふ
や
う
に
薗
然
的
の
も
の
を
　
我
が
も
の
に
せ
ん
こ
の

簗
』
　
巻
　
　
研
　
究
　
　
唯
物
良
…
概
ミ
歴
史
法

過
程
で
あ
る
○
人
間
ご
自
然
こ
の
問
の
物
質
交
換
に
劉
す

る
一
般
的
條
件
で
あ
る
』
（
二
Y
こ
い
へ
る
が
如
き
そ
れ
で

あ
る
。

　
唯
物
論
的
杜
丁
半
か
ら
い
へ
ば
、
盲
目
的
で
あ
る
べ
き

筈
の
繧
濟
活
動
が
有
目
触
に
な
り
、
機
械
的
で
あ
る
べ
き

筈
の
も
の
が
合
目
的
こ
な
つ
把
の
で
あ
る
。
然
る
に
「
目

的
』
こ
い
ふ
概
念
は
、
’
意
思
の
存
在
を
豫
想
し
て
の
み
意

義
の
あ
る
も
の
で
、
意
思
な
し
に
は
存
在
す
る
こ
ご
出
來

ぬ
概
念
で
あ
る
。
を
れ
故
に
そ
の
人
間
の
陽
離
岸
は
需
用

に
適
ふ
や
う
に
自
然
物
に
作
用
す
み
の
が
勢
働
過
程
で
む

る
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
の
勢
働
過
程
が
や
が
て
経
濟
活
動

で
あ
る
な
ら
ば
、
経
濟
活
動
は
始
め
か
ら
呼
号
意
思
の
存

在
を
豫
想
し
て
み
た
も
の
で
、
そ
の
意
思
が
始
め
か
ら
存

在
し
て
み
る
な
か
つ
把
な
ら
ば
、
て
ん
で
入
間
就
働
に
纒

濟
活
動
な
る
も
の
が
起
っ
て
來
る
べ
き
筈
が
な
い
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
一
面
に
於
い
て
唯
物
論
的
飛
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
，
第
二
號
阜
　
　
　
九
　
（
一
九
九
）



　
　
　
第
剛
巻
　
　
硫
　
究
　
　
唯
物
吏
観
ミ
歴
奥
法

馬
を
否
定
し
て
み
る
ご
断
ず
る
こ
ご
が
出
立
る
。

　
叉
自
然
的
必
然
、
若
し
く
は
因
果
的
必
然
は
、
一
定
の

原
因
が
あ
れ
ば
必
ず
一
定
の
結
果
あ
り
、
一
定
の
結
果
が

あ
れ
ば
必
ず
一
定
の
原
因
が
あ
っ
て
、
重
心
の
關
係
は
全

く
必
然
的
の
も
の
で
、
そ
の
間
の
連
績
は
切
ら
う
こ
し
て

も
、
ご
う
し
て
も
切
る
こ
ご
出
面
ぬ
も
の
で
あ
る
○
人
間

の
意
思
の
如
き
は
勿
論
、
帥
の
意
思
こ
い
へ
こ
も
此
の
關

．
係
を
墾
す
る
こ
ご
蜜
來
蹟
金
剛
法
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
若

し
自
然
的
必
然
、
君
し
く
は
因
果
的
必
然
ご
蒸
す
る
も
の

に
し
て
、
少
も
漁
り
こ
も
人
間
の
意
思
で
之
を
墾
す
る
こ

ご
毘
來
托
こ
し
党
な
ら
ば
、
そ
れ
は
眞
の
自
然
的
必
然
、
因

果
的
必
然
で
な
い
Q
然
ら
ば
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
は
ざ

う
い
ふ
も
の
で
あ
る
か
。
氏
は
一
方
に
於
い
て
は
資
本
の

集
積
、
資
本
圭
義
の
生
産
方
法
及
び
そ
の
塵
産
方
法
の
破

滅
は
、
因
果
の
金
話
法
に
撃
っ
て
毅
然
必
然
的
に
滑
長
ず

る
も
の
で
、
入
間
の
意
思
で
如
何
こ
も
す
る
こ
ご
出
盛
澱

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
．
　
一
、
○
（
二
〇
〇
）

も
の
な
り
ご
説
い
て
居
る
こ
ご
は
前
箇
に
蓮
べ
だ
通
で
あ

る
が
、
他
方
に
於
い
て
は
そ
の
薗
然
必
然
的
の
必
至
の
勢

も
、
入
間
の
意
思
で
獲
す
る
こ
ご
凄
來
る
や
う
に
説
い
て

み
る
。
そ
れ
は
マ
川
ク
ス
が
露
西
亜
の
一
概
誌
記
者
に
寄

せ
摩
る
書
簡
の
中
に
明
で
あ
る
（
三
）
○
『
も
し
露
西
亜
が
一

八
⊥
ハ
一
年
ま
で
や
っ
て
來
π
径
路
を
そ
の
ま
、
進
め
て
行

く
な
ら
ば
、
歴
史
が
資
本
主
義
的
秩
序
の
あ
ら
ゆ
る
鍛
難

を
免
れ
し
め
ん
が
把
め
に
、
あ
る
國
民
に
輿
へ
た
、
最
も

光
榮
あ
る
機
會
も
、
全
く
室
し
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ら

う
云
々
』
こ
い
っ
て
る
る
。
肖
然
的
必
然
の
金
醐
法
は
す

べ
て
必
至
の
も
の
で
め
つ
て
、
『
も
し
な
ら
ば
』
こ
い
ふ
‘
こ

ご
は
許
な
い
。
『
も
し
な
ら
ば
』
は
人
間
の
意
思
を
豫
回
し

て
、
人
間
の
意
思
で
そ
の
過
程
の
墾
南
進
止
の
出
回
る
こ

ご
を
豫
給
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
○
し
か
し
所
謂
自
然
法

の
方
に
も
、
『
も
し
な
ら
ば
』
の
入
り
得
る
門
地
が
あ
る
や

う
に
見
ゆ
る
こ
ご
も
あ
る
。
例
へ
ば
も
し
眞
塞
中
で
墜
し



陀
な
ら
ば
、
例
毛
ご
鐵
片
ご
同
時
に
墜
つ
る
で
あ
ら
う
ご
・
ら
ざ
る
こ
ご
の
ニ
グ
條
を
認
容
し
陀
こ
い
ふ
澱
か
ら
、
彼

い
ふ
が
如
き
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
○
し
か
し
此
の
瘍
合
の
　
は
自
然
必
然
的
若
し
く
は
因
果
必
然
的
の
歴
史
法
を
是
認

』
も
し
な
ら
ば
』
は
、
自
然
法
そ
の
も
の
に
加
へ
ら
れ
把
の
　
し
て
み
る
も
の
で
な
い
ご
推
断
す
る
こ
ご
串
塗
る
。

で
な
く
、
實
験
を
す
る
入
間
の
意
思
に
加
へ
ら
れ
π
も
の
　
　
　
一
d
器
囚
ぞ
ぽ
r
ま
・
ポ
。
。
辱
目
轟
ρ

で
あ
・
る
。
自
然
法
そ
の
も
の
は
朋
毛
ご
鐵
片
ご
同
時
に
置
ハ
　
　
・
ご
b
霊
芝
壱
凶
乞
・
窓
・
ご
。
っ
．
目
要

塞
中
で
墜
さ
れ
た
・
す
る
ご
同
じ
速
度
で
落
下
す
る
こ
い
　
三
蟹
西
の
も
…
、
。
．
、
。
、
≦
。
一
、
、
ε
ρ
・
。
鈴
唱
．
、
一
．
．
、
ぐ
、
攣
燕
誌
の
記

ふ
こ
ご
で
・
そ
の
間
に
何
箋
も
し
な
ら
ば
』
を
入
れ
得
・
　
號
騎
影
蔽
の
蒸
讐
欝
雛
．
平
頚

徐
地
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
d
び
。
鼠
一
。
望
餌
ぎ
㈹
暮
・
・
寒
心
。
ほ
国
葺
註
艶
ε
西
（
惹
．
基
ω
7

　
而
か
も
マ
川
ク
ス
は
そ
の
書
簡
中
に
於
い
て
彼
の
『
資
　
　
　
　
・
．
。
一
戸
ρ
、
り
簿
膨
餓
註
吋
融
．
。
一
口
・
。
奪
、
目
。
。
3
申
に
牧
め
ら
れ
癒
も
の
で
あ
ろ

本
論
』
は
劃
し
も
一
般
の
黒
必
然
的
四
三
二
べ
　
蹄
轟
轟
讐
U
慧
羅
諺
鞭
嬰
酪
一

思
も
の
で
な
い
こ
ご
を
明
に
説
い
て
、
さ
や
う
に
『
資
本
　
　
　
切
（
州
．
×
図
×
＜
外
註
p
し
”
ψ
ぢ
φ
｝
島
に
搬
戴
さ
れ
六
も
の

論
』
を
解
す
る
も
の
は
、
未
だ
自
分
の
興
の
意
味
を
理
解
　
　
　
　
か
ら
引
用
し
れ
の
で
あ
ろ
。

し
て
み
な
い
も
の
で
・
著
者
に
取
っ
て
は
む
し
ろ
迷
惑
で
　
　
．
．
．
く
．
一
、
、
、
。
昌
．
・
．
．
。
コ
級
戯
①
．
、
・
．
⑦
。
、
⑦
昌
綴
㊦
四
。
。
．
峰
．
．
。
件
、
。
．
、
芝
。
．
臼
・
q
。
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窃
一
）
冒
H
◎
。
曾
㈹
循
彗
σ
q
窪
冴
紳
噂
も
・
o
急
a
塁
a
o
σ
q
㌶
ゴ
N
2
勢
冨

あ
る
こ
の
意
を
ほ
の
め
か
し
て
み
る
（
四
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
o
ぽ
σ
q
o
三
二
魯
｝
＆
ε
①
旨
鑑
。
。
象
o
O
霧
〇
三
〇
葺
o
o
ゴ
Φ
一
β
＜
o
停
8
礎

　
以
上
㌣
ル
ク
ス
が
維
濟
活
動
に
合
目
的
性
あ
る
こ
ご
、
　
　
　
　
舞
舞
。
ρ
毫
2
塾
す
℃
凶
蕊
藝
ω
窪
2
9
（
ぎ
揖
N
：
三
叩

資
本
の
獲
達
及
び
そ
の
破
滅
は
自
然
必
然
的
の
も
の
に
あ
　
　
　
　
。
一
§
”
＜
．
・
．
搾
。
一
5
…
…
：

　
　
　
第
一
巻
　
研
究
　
唯
r
旧
史
槻
ミ
歴
吏
油
　
　
　
　
　
　

第
二
號
　

一
一
（
二
〇
一
）



　
第
　
一
　
巻
　
　
研
瀞
　
究
　
　
唯
物
・
畏
闇
概
ε
歴
吏
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
ご
　
（
二
〇
二
）

四
ご
”
ダ
δ
壽
ヵ
蕊
費
髭
ぎ
。
・
＃
。
瓢
鼓
騎
。
ぎ
。
ぎ
喜
露
｝
鼓
㎞
ψ
畠
σ
　
　
　
暮
臼
銀
臨
く
一
9
¢
護
島
。
彰
9
畠
。
⇒
・
、
、

　
賭
豊
9
二
峯
9
冒
餌
㊦
彰
く
。
吐
σ
凶
崔
。
明
く
①
。
陰
斤
。
一
H
円
。
℃
舞
。
階
。
7
。
暢
累
蟄
二
。
昌
。
｝
回
　
　
　
　
　
　
　
國
【

蒙
鷺
塗
鶴
暴
．
興
言
．
認
襲
マ
ξ
の
唯
物
轟
の
思
馨
食
れ
て
・
此
の

　
8
『
義
蓄
裁
。
ぎ
麟
纂
①
。
・
夢
2
”
轟
轟
畠
窪
づ
・
。
槻
飢
霞
矛
盾
は
如
何
に
之
を
解
暮
す
べ
き
で
あ
る
か
。
次
に
此
の

　
一
（
⇔
嘗
筒
霊
。
。
二
。
一
、
。
一
同
国
冨
ゴ
、
．
一
。
一
ハ
一
戸
缶
ソ
・
、
一
冒
。
切
皇
巨
嘱
一
洗
【
㊦
ゴ
・
ゆ
。
・
，
。
H
弩
ゆ
皿
問
題
に
移
っ
て
考
察
し
て
見
眠
い
。

　
毎
訴
O
門
岱
一
①
疑
O
弓
暢
亀
n
O
げ
⇔
漆
一
7
冠
¢
N
O
7
0
門
昌
①
H
Ω
㊦
ψ
⑦
門
幹
：
．
：
幽
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
さ
て
そ
の
考
察
に
な
る
ご
是
は
踵
々
に
解
騨
さ
れ
尉
。

　
　
　
b
霧
　
読
仲
　
9
嵩
①
ω
一
σ
一
＄
　
㈹
o
コ
｛
碍
け
　
麟
げ
醇
　
菖
巳
暴
日
。
ぎ
①
昌

　
図
・
凶
無
憂
辱
ノ
姦
＝
9
・
含
讐
”
島
。
ぎ
幹
一
§
幾
費
象
　
第
一
に
は
前
掲
の
書
簡
中
に
も
見
て
み
る
動
く
、
マ
川
ク

　
国
轟
け
。
，
浄
。
一
、
5
一
嗣
，
、
鳥
①
切
穴
p
纂
p
団
の
ヨ
β
、
㍉
、
、
ノ
＜
。
の
丹
。
門
一
円
。
一
、
ρ
一
認
の
一
昌
。
　
ス
は
始
め
か
ら
歴
兜
哲
學
の
考
察
を
や
つ
花
も
の
で
な
い

黒
蜜
器
．
義
聾
講
無
籍
露
縣
叉
猫
轟
蓼
以
て
壁
の
進
動
の
唯
一
の
原
勢
ご
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
歴
史
法
を
立
て
や
う
こ
し
だ
の
で
も
な
い
。
歴
史
の
大

　
一
羅
h
鎮
紘
醇
者
く
鉱
ω
0
9
目
ゆ
く
O
胃
2
田
嵩
窪
。
等
質
。
影
コ
旨
湊
。
ご
り
≦
一
〇

　
一
垂
垂
茗
噛
．
陰
｛
．
彗
星
ぎ
藝
［
目
ぎ
”
離
塁
蔀
分
は
維
濟
活
動
の
営
然
必
然
的
過
科
を
以
て
説
朋
す
る

　
邑
・
・
。
ゴ
舞
2
毒
σ
三
目
2
・
，
冨
ぎ
2
§
一
・
【
N
§
鍔
ご
＾
騨
舞
こ
ご
も
出
來
る
が
、
し
か
し
を
の
外
に
も
歴
史
の
過
程
を

　
．
甘
、
。
吋
タ
、
艮
、
。
。
一
、
節
津
。
，
。
．
自
葺
鐸
ゴ
，
、
麟
戸
一
，
、
。
H
p
コ
。
、
．
同
目
．
≦
。
一
。
｝
庭
。
象
。
、
進
め
る
も
の
が
あ
る
こ
ご
を
承
認
し
て
み
て
、
時
が
経
ち

雛
。
．
馬
糞
窮
霧
瓢
罷
雛
㈹
転
臨
．
画
嚢
璽
蓬
む
に
從
て
そ
の
田
心
祭
謹
書
っ
て
、
舞

　
ξ
．
・
翁
歯
型
。
ぼ
一
二
同
。
璽
．
回
9
曇
。
戸
一
二
騎
三
．
・
。
ξ
町
民
動
の
歴
史
を
動
か
す
カ
が
愈
制
約
さ
れ
る
や
う
に
な
つ

　
　
び・
髪
・
U
・
…
蓼
豊
：
…
目
ぎ
茸
山
・
曜
・
・
…
．
た
の
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
風
に
も
解
繹
崇
る
Q
べ
㌻



シ
ュ
タ
イ
ン
な
．
ε
の
前
方
は
こ
ん
な
風
で
あ
る
（
一
）
o
か

や
う
に
解
謝
す
る
結
果
は
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
グ
〃
ス
や
は

自
ら
で
も
確
定
的
の
眞
理
で
あ
る
ご
信
じ
て
み
な
か
つ
π

も
の
を
、
あ
る
目
的
の
爲
に
さ
も
眞
理
で
あ
る
や
う
に
述

べ
セ
ε
い
ふ
こ
ご
に
な
る
○
殊
に
『
共
産
ま
義
者
の
宣
言

書
』
や
、
『
家
族
。
私
有
財
産
・
國
家
の
起
源
』
（
b
¢
鴛
¢
7

ω
℃
議
5
鵬
鮎
興
国
二
六
凝
ρ
戯
。
ω
℃
臨
く
9
｛
鉱
σ
q
代
簿
忌
づ
ω
誓
琶
創
。
。
。

。
。
植
芝
。
・
葛
国
運
・
）
の
如
き
は
彼
等
の
蒔
象
想
を

理
論
の
形
で
言
ひ
表
は
し
把
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
、
一
十
上

の
便
値
は
甚
だ
少
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま

り
此
の
槻
方
か
ら
す
れ
ば
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
は

所
謂
趾
會
煽
動
家
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
の
爲
に
多
少
の

理
論
を
研
∵
慨
し
た
け
れ
ご
も
、
そ
の
學
術
角
良
心
は
甚
だ

疑
は
し
い
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
解
羅
は
彼
等
の
學
術
的
良
心
は
確
か
で
あ
っ
て

純
粋
に
眞
理
の
探
究
を
や
つ
π
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
纏

　
　
　
第
一
巻
　
研
究
　
唯
物
吏
概
ミ
歴
吏
法

濟
活
動
そ
の
も
の
、
本
質
が
、
彼
等
の
考
へ
把
や
う
に
函

然
必
然
的
に
解
繹
さ
れ
得
る
も
の
で
な
い
、
そ
れ
に
は
本

來
的
に
合
目
的
性
が
含
蓄
さ
れ
て
る
る
も
の
で
あ
る
○
そ

れ
だ
か
ら
、
彼
等
が
詮
術
的
良
心
を
以
て
自
然
必
然
的
に

歴
遵
法
を
解
塗
し
や
う
ご
努
め
つ
、
あ
る
間
々
に
、
こ
の

合
属
的
性
の
こ
ご
が
論
じ
ら
れ
だ
も
の
だ
ら
う
こ
い
ふ
解

繹
で
あ
る
。
　
シ
ェ
タ
ム
ラ
ー
な
ざ
の
解
鐸
は
こ
れ
に
近
く

叉
ス
ト
ル
ッ
マ
ソ
な
ご
の
も
こ
れ
ご
観
る
こ
ご
が
出
來
る

（
二
）
Q

　
第
三
に
は
「
歴
史
の
哲
學
」
（
℃
壼
8
0
喜
×
o
「
コ
犀
。
蔓
）
ご

「
歴
史
に
つ
い
て
の
あ
る
哲
學
的
考
察
」
（
宰
同
δ
8
℃
三
ぴ
剛
嶺

菩
〇
二
？
震
ム
。
噸
）
ご
を
毛
並
し
て
解
製
す
る
野
方
で
あ
る
○

歴
史
の
哲
學
こ
い
ふ
は
、
歴
史
そ
の
も
の
～
本
質
を
究
明

す
る
學
問
で
、
是
は
、
分
れ
て
歴
史
知
識
學
ご
歴
史
本
髄
學

の
二
つ
こ
な
る
げ
で
あ
お
。
歴
曲
輪
こ
い
ふ
知
識
の
性
質
。

可
能
。
成
立
を
論
究
す
る
の
は
前
者
の
職
分
で
認
識
論
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
ご
二
　
（
ご
〇
三
）



　
　
　
第
　
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
唯
物
史
擬
電
歴
奥
油

一
科
で
あ
り
、
歴
吏
の
實
騰
を
剛
明
す
る
の
は
後
者
の
職

分
で
本
騰
論
の
一
部
で
あ
る
。
ヰ
ン
デ
川
バ
ン
ト
や
ソ
ツ

カ
ー
ト
な
ざ
の
研
究
（
三
）
は
前
者
の
研
究
に
属
す
る
も
の

で
、
へ
ー
グ
川
の
は
（
四
）
後
者
に
思
す
る
も
の
で
あ
る
○

之
に
．
反
し
て
「
歴
史
に
つ
い
て
の
あ
る
哲
學
的
考
察
」
こ
い

ふ
の
は
、
歴
史
こ
い
ふ
も
の
が
既
に
成
立
し
だ
も
の
こ
し

て
與
へ
ら
れ
、
そ
の
全
部
叉
は
或
る
時
代
に
つ
い
て
、
試

み
に
哲
學
的
考
察
を
な
す
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の

賢
聖
的
考
察
は
、
芝
露
の
上
に
て
は
歴
更
に
加
へ
ら
れ
得

る
唯
一
の
哲
學
的
考
察
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
し
か
し

そ
の
考
察
を
な
す
入
は
必
ず
し
も
そ
れ
を
唯
一
の
哲
學
的

考
察
な
り
ご
考
へ
も
し
な
い
又
從
て
宣
言
も
し
な
い
ト
そ

の
外
に
も
猫
他
の
哲
雲
斎
考
察
あ
り
得
る
こ
ご
を
認
容
す

る
の
で
あ
る
Q
三
二
ジ
ヤ
ー
ス
や
セ
リ
グ
マ
ン
（
五
）
な
ご

の
書
名
こ
し
て
つ
か
っ
て
み
る
「
歴
史
の
直
配
的
解
繹
」

（
閏
o
o
＝
9
三
〇
一
三
〇
ぞ
門
。
照
臨
§
o
h
寓
曇
。
蔓
）
こ
い
ふ
語
は 　

　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
四
（
二
〇
四
）

最
も
適
切
に
男
些
○
。
・
○
℃
騒
騒
お
筈
。
震
け
寓
選
○
蔓
の
意
義
を

表
は
し
て
み
る
り
即
ち
入
問
杜
會
の
出
講
事
を
経
町
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ヅ
エ
ヅ
ヅ
メ
く
き
ツ
ヒ
カ
イ
ト

ふ
方
面
か
ら
解
羅
し
て
、
そ
の
進
動
の
合
　
期
　
性
を

表
は
す
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
五
二
さ
れ
る
部

面
は
必
ず
し
も
入
間
肚
會
の
出
軍
事
の
全
部
で
な
く
こ
も

労
い
、
例
へ
ば
工
ロ
イ
・
グ
ロ
ブ
質
ス
が
、
哲
學
の
登
達
を

纒
瞥
方
面
か
ら
春
雷
し
泥
や
う
に
（
六
）
一
部
面
も
よ
け
れ

ば
、
叉
サ
ン
・
シ
モ
ン
が
佛
國
革
命
時
代
を
輕
濟
方
面
か

ら
解
潔
し
陀
や
う
に
、
一
時
代
で
も
宜
い
○
叉
そ
の
経
濟
的

解
繹
は
一
面
の
解
鐸
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
ご
並
ん
で
他

の
平
面
あ
る
こ
ご
を
妨
げ
ぬ
。
例
へ
ば
歴
更
は
紳
が
入
類

を
敷
育
す
る
遇
程
で
あ
る
（
七
）
ご
観
る
見
方
も
凄
腫
史
は
人

類
が
溢
徳
的
理
想
を
實
現
す
乃
過
程
で
あ
る
（
八
）
ご
槻
る

見
方
が
あ
っ
て
も
、
是
等
は
必
ず
し
も
経
濟
的
解
騨
ご
両

立
す
る
こ
ご
出
來
澱
も
の
で
は
な
い
。
か
う
い
ふ
の
が
『
歴

史
に
つ
い
て
の
あ
る
血
温
的
考
察
』
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。

い



　
か
や
う
に
歴
史
に
通
す
る
理
論
を
『
歴
史
の
暫
學
』
ご
『

『
歴
史
に
つ
い
で
の
あ
る
哲
學
的
考
察
』
ご
に
涯
別
し
て
、

マ
川
ク
ス
等
の
唯
物
史
観
は
『
歴
史
の
哲
學
』
で
な
く
、
『
歴

史
に
つ
い
て
の
或
る
哲
學
的
考
察
』
で
あ
る
。
か
や
う
に

解
鐸
し
て
み
る
の
は
ク
”
ー
チ
ヱ
で
あ
る
。
（
九
）

　
以
上
述
べ
た
繹
で
、
『
歴
史
の
哲
學
』
は
歴
史
の
全
膿
に

亙
つ
沈
全
面
観
で
あ
り
、
『
歴
・
史
に
つ
い
て
の
繋
る
哲
學
的

考
察
』
は
歴
吏
の
全
騰
馬
は
一
部
に
亙
つ
セ
誌
面
槻
で
あ

る
○
嘗
て
両
者
の
黒
蜜
な
り
得
る
叉
尊
威
を
有
し
得
る
範

圏
は
全
く
異
う
の
で
あ
る
○
唯
物
史
観
は
℃
茎
○
ω
o
℃
三
伍
ヨ
σ
q
．

曽
げ
。
旨
韻
犀
。
受
に
過
ぎ
ぬ
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
要
當
で
あ

り
骨
導
で
あ
乃
蔭
言
は
局
限
さ
れ
て
る
る
も
の
で
あ
る
。
、

ク
ロ
ー
チ
ェ
は
か
く
局
．
限
さ
れ
た
り
こ
て
、
そ
れ
が
爲
に

唯
物
史
観
の
贋
値
は
減
す
る
も
の
で
な
い
ご
論
じ
て
み
る

　
『
歴
史
の
哲
學
』
で
あ
れ
、
　
『
歴
史
に
つ
い
て
の
暫
二
型

考
察
』
で
あ
れ
、
彼
等
が
共
同
に
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
一
つ

　
　
　
第
一
拳
　
研
究
　
唯
物
史
概
ミ
歴
奥
法

の
約
束
が
あ
る
。
そ
れ
は
歴
吏
の
理
論
は
必
ず
目
的
論
的

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
唯
物
愛
観
が

輕
濟
活
動
を
臼
然
必
然
的
若
し
く
は
因
果
必
然
的
に
観
だ

の
は
、
彼
等
の
大
な
る
失
敗
で
あ
る
。
把
ご
ひ
経
濟
的
に

歴
史
を
解
繹
す
る
に
も
、
必
ず
目
的
論
的
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。
故
に
［
，
歴
史
法
」
こ
い
ふ
概
念
は

含
然
必
然
的
に
見
π
な
ら
ば
そ
れ
自
身
成
立
す
る
こ
ご
出

來
ぬ
自
家
上
着
性
を
有
っ
て
み
る
概
念
で
あ
る
が
、
臼
的

論
必
然
的
に
見
れ
ば
成
立
し
得
る
概
念
↑
あ
る
。
而
し
て

凡
そ
歴
史
こ
い
ふ
も
の
は
そ
の
概
念
で
編
み
成
さ
れ
だ
入

間
肚
會
の
出
來
事
の
記
録
で
あ
る
ま
い
か
二
〇
）
o

一二三

切
②
量
湾
。
一
7
U
凶
。
＜
o
旨
戸
一
三
穿
話
ご
鴨
昌
島
o
u
㏄
o
N
二
一
…
誓
毎
㏄
・
閤
獄
8
仏

弓
鎗
銅
g
3
こ
自
Q
α
．
奉
㌣

ω
陣
篇
ヨ
巨
。
さ
言
ぼ
ω
。
ぎ
博
戸
琵
圃
男
。
9
二
ω
戸
。
冨
5
p
葺
》
U
臼
N
壽
。
犀

旨
畠
O
肖
く
〇
一
一
畠
毒
貯
冨
O
げ
師
P
．

芝
ぽ
幽
9
げ
諺
3
　
0
＄
0
7
一
〇
露
。
　
弓
（
H
　
署
纂
冥
護
齢
⑦
器
。
ぎ
驚
　
げ

℃
邑
a
嗣
窪
　
軌
．
〉
自
ピ
ω
ω
●
ω
旦
罵
言
。
ぎ
二
M
9
窪
N
2
畠
禽

　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
五
ハ
ニ
〇
五
）
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第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
唯
物
史
槻
ミ
歴
災
法

累
筒
言
芸
、
幽
塗
。
話
。
プ
p
「
集
。
ゴ
9
μ
切
。
三
一
験
ぴ
一
崔
ヨ
磧
・
同
0
8
・

H
肖
。
σ
q
o
♂
罷
託
g
o
覧
嵩
。
自
2
Ω
o
㏄
〇
三
〇
7
冨
・

日
、
一
6
吋
9
（
｛
カ
。
σ
q
醇
3
国
0
9
回
9
三
〇
H
三
〇
琶
器
8
二
9
μ
o
h
出
詳
δ
曙
｝

目
◎
。
c
。
○
。
い
5
り
。
財
鵬
ヨ
嘗
5
》
図
0
9
さ
彰
納
。
目
三
㊦
愚
屋
ぢ
凱
。
】
げ
o
h
＝
旦
9
ざ

同
℃
o
ω
・

匿
讐
夢
臼
名
a
畠
｝
ぞ
サ
門
ω
o
冨
⇒
§
良
歪
三
〇
。
。
o
見
り
団
。
》
ぢ
o
P
ぢ
。
炉

H
・
o
器
冒
σ
q
噌
国
震
一
〇
プ
ヨ
面
自
。
い
竃
窪
切
9
Φ
ゴ
㈹
①
ω
。
三
①
o
茸
u
。
鳩
《
◎
。
H
．

Q
話
①
～
牢
9
。
σ
q
o
日
9
6
｛
o
三
二
0
3
ζ
塁
①
♪
寓
響
鴛
嘱
目
一
）
p
再

尉
こ
篇
O
ロ
巾
●
　
　
　
西
遼
建
國
の
始
末
及
び

　
遼
の
將
に
亡
び
ん
こ
す
る
や
、
其
の
一
族
耶
律
大
石
部

下
塞
い
て
西
坐
し
、
途
に
屏
謂
西
国
（
霧
膿
霧
雲

榊
嚇
）
國
を
建
て
、
爾
後
殆
ん
ど
九
十
年
の
間
、
中
央
亜
細

亜
に
於
て
契
丹
種
族
の
勢
を
輝
か
す
に
至
れ
り
。
西
逡
興

亡
の
次
第
は
遣
史
天
炸
紀
の
末
に
牧
録
せ
ら
れ
π
る
も
の

を
以
て
最
も
詳
密
こ
な
す
べ
し
ご
難
記
事
錯
誤
多
く
し
て
、

九。

　
　
　
　
第
二
　
號
・
　
　
　
　
一
轟
ハ
　
（
二
∩
）
山
ハ
）

9
9
ρ
剛
H
婆
（
三
。
a
累
9
｛
a
p
葬
彰
釜
角
暉
8
き
三
塗
。
h
穴
p
臨

》
掴
尾
z
　
圏
長
高
’
盆
、
「
p
コ
泌
．

　
　
堵
　
　
　
　
ひ

一
塁
良
學
の
認
識
論
上
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
桑
米
敏
授
著
「
歴
吏

哲
学
の
問
題
」
、
西
田
敬
西
諺
「
自
然
科
學
ミ
歴
良
科
學
」
（
「
患
索
、
・
」

三
王
」
）
、
拙
蔚
「
唯
物
史
槻
の
要
訣
及
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
寡
」
（
n
口

本
瀦
曾
旧
記
備
報
第
二
年
弟
五
珊
所
載
）
及
び
拙
著
「
自
的
論
の
可

龍
に
つ
い
て
」
（
暫
墨
難
誌
所
載
）
等
を
滲
照
ぜ
ら
れ
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
．
三
，
五
稿
畢
）

其
の
年
紀

盤
る
可
ら
す
、
亜
刺
比
亜
、
冬
期
等
の
史
乗
に
見
ゆ
る
所
は

ま
把
極
め
て
零
墨
の
記
事
に
止
り
て
、
其
の
尊
上
を
窺
，
潮

に
足
ら
す
。
さ
れ
ば
爾
者
を
合
せ
鑑
み
て
之
が
史
跡
を
嗣

明
せ
ん
こ
せ
る
も
の
少
か
ら
ず
ご
錐
、
亦
各
々
一
得
一
失

あ
り
て
、
未
だ
全
く
其
の
實
を
得
π
る
も
の
あ
ら
ざ
る
が

如
し
Q
以
下
論
述
す
る
所
も
ま
把
凝
望
を
失
す
る
斯
少
か


